




Myelomeningocele が小児 paraglegia の過半数を占め,重要な疾患であることは厚生省

「Spinabifida とその周辺疾患の診断と治療に関する研究」(井上班)研究報告書(昭和 52

年度)で示されたところである。実験的研究に関しては小野村らによりなされ,脊椎奇形作

成とそれに伴う脊髄の障害が観察され,成果をあげている。今回私たちは,myelomeningo 

cele などの spinal dysraphism を実験的に作成し,形態学的観察を行ない,さらに発生学的

検索をも行なう目的で実験を計画した。 


